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は
じ
め
に

　

ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
（narratology

）
と
は
、
物
語
論
、
す
な
わ
ち
〈
物
語
〉（narrative

）
を

研
究
す
る
文
学
理
論
の
分
野
で
あ
る
。
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
は
、
一
九
一
六
年
か
ら
一
九
三
〇

年
ま
で
の
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
を
先
駆
と
し
、
主
に
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
ミ

ハ
イ
ル
・
バ
フ
チ
ン
（M

ikhail B
akhtin

）
の
影
響
を
受
け
た
フ
ラ
ン
ス
の
構
造
主
義
に
お

い
て
展
開
さ
れ
た
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
は
テ
ク
ス
ト
自
体
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
作
品
の
背
景
や
作
者
に
も
よ
り
配
慮
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
文
学
以
外
の
物
語
を

対
象
と
す
る
研
究
分
野
の
影
響
を
経
て
、
更
に
発
展
し
た
。
現
在
の
欧
米
に
お
け
る
文
学

研
究
で
は
、
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
は
主
要
な
専
門
分
野
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
（B

alm
es

﹇
二

〇
二
二
﹈
一
〜
二
頁
）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
の
研
究
で
は
、
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
方
法
を
用
い

る
論
究
だ
け
で
な
く
、〈
古
典
的
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
〉
の
題
材
と
な
っ
た
近
代
小
説
と
大
き

く
異
な
る
中
世
文
学
を
中
心
に
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
概
念
の
再
検
討
も
行
わ
れ
て
い
る（（
（

。
一

方
で
、
日
本
に
お
け
る
中
世
日
本
文
学
の
研
究
で
、
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
を
取
り
入
れ
た
論
考

は
ほ
ぼ
み
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
理
論
に
関
し
て
も
、
ま
た
中
世
日
本
文
学
の
〈
語

り
〉（narration

）
に
関
し
て
も
、
根
本
的
な
発
見
が
未
だ
可
能
で
あ
り
、
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー

と
中
世
日
本
文
学
研
究
の
双
方
に
と
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
論
究
が
有
益
だ
と
稿
者
は
考
え

る
。
そ
の
両
面
的
な
可
能
性
を
示
す
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
十
四
世
紀
半
ば
に
成
立
し
た
『
神
道
集
』
の
「
物
語
的
縁
起
」
の
一
つ
で

あ
る
「
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
を
例
と
し
て
扱
う
。
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
と
『
神
道
集
』
を
合

わ
せ
て
論
じ
る
に
は
、
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
研
究
の
現
状
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
理
論
研

究
へ
の
貢
献
と
し
て
は
、〈
語
り
手
〉（narrator

）
に
関
す
る
『
神
道
集
』
の
含
意
に
注
目

す
る
。
続
い
て
、〈
距
離
〉〈
視
点
〉〈
語
り
手
〉
に
ま
つ
わ
る
最
新
の
理
論
と
日
本
文
学

の
特
徴
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、「
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
と
同
系
統
の
在
地
縁
起
の
本
文

を
比
較
し
な
が
ら
分
析
し
、「
物
語
的
縁
起
」
の
〈
語
り
〉
の
方
法
を
通
時
的
に
考
察
す
る
。

一
　
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
と
日
本
古
典
文
学
の
研
究
─
─
研
究
史
と
現
状

　

本
稿
で
は
欧
米
に
お
け
る
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
研
究
史
を
詳
し
く
振
り
返
る
余
裕
は
な
い

が
、「
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
と
関
連
資
料
の
分
析
に
応
用
す
る
概
念
の
第
四
節
に
お
け

る
紹
介
は
、
先
行
研
究
の
批
判
と
理
論
の
再
検
討
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て

は
ド
イ
ツ
語
で
刊
行
さ
れ
た
拙
著
『
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
と
日
本
古
典
文
学
』（B

alm
es

﹇
二
〇

二
二
﹈）
に
お
い
て
詳
述
し
て
い
る
。
本
稿
の
文
中
で
、
著
者
名
を
略
し
（ 

）
内
に
ペ
ー

ジ
数
の
み
を
示
し
た
場
合
は
、
拙
著
を
指
す
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
文
学
理
論
の
一
分

野
と
し
て
の
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
と
し
て
も
、
ナ
ラ
ト
ロ

ジ
ー
と
中
世
日
本
文
学
研
究
の
交
差
の
有
意
性
を
論
じ
る
う
え
で
は
、
日
本
に
お
け
る
日

本
古
典
文
学
と
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
先
行
研
究
を
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
。

　

現
在
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
の
研
究
で
は
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
に
お
け
る
日
本
古
典
文
学
の
研
究
で
は
、
平
安
時
代
の
物
語
文

学
│
│
と
き
に
は
日
記
文
学
│
│
こ
そ
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
方
法
で
分
析
さ
れ
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
中
世
文
学
の
研
究
で
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
は
ほ
ぼ
応
用
さ
れ
て
い
な
い
。
平
安
文

学
で
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
が
よ
り
利
用
さ
れ
て
い
る
原
因
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
ず

ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
と
中
世
日
本
文
学
研
究
の
交
差
の
可
能
性

─
─ 『
神
道
集
』「
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
を
基
に
し
た
物
語
論
の
再
検
討
と
本
文
分
析 

─
─

ゼ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ル
メ
ス
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『
源
氏
物
語
』
の
古
註
釈
で
既
に
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
分
析
に
お
い
て
も
重
視
さ
れ
る
「
詞
」

と
「
心
」
の
区
別
が
行
わ
れ
た
点
が
留
意
さ
れ
る
。
ま
た
、
直
接
話
法
に
関
し
て
、
言
葉

を
特
定
の
作
中
人
物
に
託
す
る
注
記
が
加
筆
さ
れ
、
さ
ら
に
江
戸
末
期
に
お
い
て
は
中
島

広
足
の
『
あ
ま
の
く
ゞ
つ
』
に
紹
介
さ
れ
た
「
移
り
詞
」
と
い
う
重
要
な
概
念
が
定
着
し

た
。
そ
の
上
、〈
物
語
〉
がnarrative

の
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
親
し
み
や
す
い

と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
一
方
で
、
中
世
文
学
の
〈
語
り
〉
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
関
す

る
術
語
と
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、narrative

と
交
わ
る
こ
と
は
ま
れ
に
し
か
な
か
っ

た
。
平
安
時
代
の
物
語
は
、
中
世
の
説
話
・
軍
記
物
語
・
お
伽
草
子
な
ど
と
比
べ
て
、
プ

ロ
ッ
ト
よ
り
作
中
人
物
の
心
理
描
写
を
重
視
す
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
本
文
の
長
さ
や
構

想
に
関
し
て
も
、
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
基
礎
と
な
っ
た
一
八
世
紀
以
降
の
長
編
小
説
に
よ
り

近
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
も
原
因
に
な
り
う
る
（
一
五
八
〜
一
六
〇
頁
）。
そ
の
上
、
平
安

文
学
で
は
言
動
の
主
体
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
研
究
で

し
ば
し
ば
分
析
の
対
象
と
な
る
〈
視
点
〉
の
推
移
な
ど
の
問
題
と
結
び
つ
く
面
が
あ
る
。

　

ま
た
、
一
九
七
一
年
に
創
立
し
た
物
語
研
究
会
（
モ
ノ
ケ
ン
）
が
平
安
文
学
研
究
者
の

ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
へ
の
関
心
を
促
進
さ
せ
た
。
特
に
一
九
七
五
年
か
ら
一
九
八
〇
年
ま
で
同

研
究
会
の
年
間
テ
ー
マ
は
す
べ
て
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た
。
物
語
研
究
会

は
構
造
主
義
と
ポ
ス
ト
構
造
主
義
の
思
想
を
日
本
に
導
入
し
た
学
会
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
が
、
三
谷
邦
明
、
藤
井
貞
和
、
高
橋
亨
の
各
氏
な
ど
、
同
研
究
会
の
代
表
的
な
研
究
者

た
ち
が
主
に
引
用
す
る
理
論
家
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
実
際
の
と
こ
ろ
構
造
主
義
よ
り

ポ
ス
ト
構
造
主
義
に
重
点
を
置
き
、
逆
に
当
時
の
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
研
究
（
ポ
ス
ト
構
造
主
義

の
研
究
も
含
め
）
を
ほ
ぼ
受
容
し
て
い
な
い
（
一
六
九
〜
一
七
〇
、
二
一
五
頁
）。
ロ
ラ
ン
・
バ

ル
ト
（R

oland B
arthes

）
の
『
物
語
の
構
造
分
析
』（
原
著
一
九
六
六
年
）
の
日
本
語
訳
が
一

九
七
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
後
、
次
に
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
主
要
な
研
究
書
と
し
て
訳
さ
れ
た

の
は
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
（G

érard G
enette

）
の
『
物
語
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
』（
原

著
一
九
七
二
年
、
一
九
八
五
年
訳
）
で
あ
る
。
そ
の
後
、
主
に
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九

九
〇
年
代
前
半
ま
で
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
著
書
が
相
次
い
で
日
本
語
訳
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
（
（
（

。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
用
語
を
一
層
多

用
す
る
よ
う
に
な
る
平
安
時
代
の
物
語
文
学
の
研
究
者
は
、
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
を
始
め
、
そ
れ

ら
新
し
く
出
版
さ
れ
た
研
究
書
に
対
し
て
は
ほ
ぼ
配
慮
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
（
一
七
一
頁
）。

　

今
か
ら
み
る
と
約
二
十
年
前
か
ら
、
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
を
通
し
て
日
本
古
典
文
学
を
研
究

す
る
う
え
で
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
展
開
し
は
じ
め
る
。
マ
イ
ケ
ル
・
ワ
ト
ソ
ン
氏

（M
ichael W

atson

）
の
『
平
家
物
語
』
論
（W

atson

﹇
二
〇
〇
三
﹈）
や
竹
内
晶
子
氏
の
世
阿

弥
論
（Takeuchi

﹇
二
〇
〇
八
﹈）
な
ど
、
中
世
文
学
も
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
方
法
に
よ
っ
て
研

究
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
英
語
や
ド
イ
ツ
語
の
研
究
で
上
代
文
学
と
近

世
文
学
も
研
究
の
対
象
と
な
っ
た
（Steineck

・M
üller

﹇
二
〇
〇
九
﹈
とM

oretti

﹇
二
〇
〇
九
﹈

の
特
集
な
ど
参
照
）。
ド
イ
ツ
語
圏
の
論
文
の
特
徴
と
し
て
、
特
定
の
理
論
が
よ
り
忠
実
に

応
用
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
（
二
一
九
頁
）。

　

一
方
で
、
日
本
文
学
の
研
究
に
よ
っ
て
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
弱
点
が
明
確
に
な
る
こ
と

（Steineck

・M
üller

﹇
二
〇
〇
九
﹈
四
九
一
、
四
九
五
頁
）
と
、
理
論
の
改
訂
あ
る
い
は
補
足
の

必
要
が
生
じ
る
こ
と
の
可
能
性
（W

atson

﹇
二
〇
〇
四
﹈
一
一
六
頁
）
に
つ
い
て
指
摘
は
さ
れ

て
い
て
も
、
日
本
語
に
お
け
る
〈
人
称
〉
と
い
う
文
法
範
疇
を
疑
問
視
す
る
陣
野
英
則
氏

の
貴
重
な
論
文
（
陣
野
﹇
二
〇
一
六
﹈）
ま
で
は
、
そ
の
よ
う
な
理
論
研
究
が
な
か
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
よ
う
な
問
題
に
応
え
る
こ
と
が
二
〇
二
二
年
の
拙
著
の
課
題
と
な
っ

た
。
た
だ
し
、
日
本
文
学
関
連
の
先
行
研
究
は
主
に
〈
古
典
的
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
〉
に
も
と

づ
い
て
い
た
が
、
現
在
の
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
で
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
定
義
は
、
も
は
や

そ
の
ま
ま
で
は
有
効
で
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
認
知
言
語
学
な
ど
を
ふ
ま
え

た
〈
ポ
ス
ト
古
典
的
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
〉
の
新
し
い
定
義
こ
そ
が
概
念
の
普
遍
性
を
証
明
し

て
い
る
の
で
、
日
本
文
学
の
特
徴
を
論
じ
る
に
は
お
お
よ
そ
理
論
の
改
訂
よ
り
も
、
最
新

の
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
研
究
を
知
る
こ
と
が
決
定
的
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
日
本
文
学
の
研
究

が
理
論
に
つ
い
て
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
場
合
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
神
道
集
』
を
基

に
し
て
〈
語
り
手
〉
あ
る
い
は
〈
表
現
主
体
〉（
第
三
節
）
と
〈
距
離
〉（
第
五
節
）
を
論
じ
る
。

二
　『
神
道
集
』
の
先
行
研
究
の
傾
向

　
『
神
道
集
』
と
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
双
方
に
関
す
る
研
究
の
有
益
性
が
評
価
で
き
る
よ
う

に
、
ま
ず
は
先
行
研
究
の
傾
向
を
概
観
的
に
紹
介
す
る
。

　

筑
土
鈴
寛
は
『
神
道
集
』
の
五
十
章
を
二
十
一
篇
の
「
公
式
的
縁
起
」、
よ
り
自
由
な

内
容
を
持
つ
二
十
篇
の
「
物
語
的
縁
起
」、
そ
し
て
九
篇
の
「
神
道
論
的
な
る
も
の
」
に

分
け
て
い
る
（
筑
土
﹇
一
九
六
六
﹈
二
八
三
〜
二
八
五
頁
）。
先
行
研
究
で
『
神
道
集
』
の
内
容
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を
「
五
十
話
」
と
言
う
こ
と
が
多
い
が
、「
神
道
論
的
な
る
も
の
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

実
は
「
公
式
的
縁
起
」
の
中
で
、
本
地
な
ど
の
情
報
の
み
記
載
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
（
話
）

を
語
ら
な
い
章
も
多
い
（
四
八
、
三
九
八
頁（（
（

）。
本
稿
で
は
「
物
語
的
縁
起
」
の
み
取
り
上

げ
る
こ
と
に
す
る
。「
物
語
的
縁
起
」
は
神
の
前
生
に
お
け
る
苦
難
を
語
る
本
地
物
語
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
作
中
人
物
の
苦
悩
が
中
心
で
あ
り
、
話
の
最
後
に
神
と
し
て
現
れ
る
。

章
の
結
末
に
お
い
て
│
│
ス
ト
ー
リ
ー
を
既
に
語
り
終
え
た
時
点
で
│
│
語
り
手
が
そ
れ

ぞ
れ
の
神
の
本
地
仏
に
つ
い
て
教
示
す
る
。
特
に
上
野
国
の
六
話
（
あ
る
い
は
筑
土
に
「
公

式
的
縁
起
」
と
さ
れ
た
「
上
野
国
一
宮
事
」
を
含
め
た
七
話
）
は
近
世
で
も
語
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
縁
起
に
関
わ
る
資
料
が
群
馬
県
に
多
く
残
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、『
神
道
集
』
の
先
行
研
究
を
整
理
す
る
と
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
分
野
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
は
、
既
に
た
く
さ
ん
の
論
文
が
あ
る
が
、
括
弧
に
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
の
代
表
的
な
研
究
者
あ
る
い
は
著
作
を
記
す
。

①　

現
代
語
訳
と
注
解
（
貴
志
﹇
一
九
六
七
﹈）

②　

成
立
史
（
福
田
﹇
一
九
八
四
﹈）

③　

 

本
文
研
究
│
│
古
本
系
統
、
流
布
本
系
統
、
真
名
本
『
曽
我
物
語
』
と
の
関
係

（
村
上
﹇
二
〇
〇
六
﹈）

④　

宗
教
史
の
研
究

一　

思
想
史
│
│
本
地
垂
迹
思
想
（
菊
地
﹇
一
九
八
九
﹈）

二　

寺
社
の
歴
史
（
松
本
﹇
一
九
九
六
﹈）

三　

唱
導
資
料
（
表
白
集
な
ど
）
と
の
関
係
（
有
賀
﹇
二
〇
二
五
﹈）

四　

諏
訪
信
仰
（
二
本
松
﹇
二
〇
二
四
﹈）

⑤　

話
型
の
研
究
│
│
文
学
あ
る
い
は
民
俗
学
の
視
角
か
ら
（
福
田
﹇
一
九
八
四
﹈）

⑥　

 

物
語
の
展
開
│
│
お
伽
草
子
と
し
て
の
本
地
物
へ
の
影
響
（
松
本
﹇
一
九
九
六
﹈）

⑦　

 

在
地
縁
起
の
研
究
│
│
新
出
資
料
の
紹
介
（
翻
刻
と
解
題
）
と
東
国
文
化
と
の
関

係
（
大
島
﹇
二
〇
一
四
﹈
な
ど
、
大
島
由
紀
夫
、
徳
田
和
夫
、
榎
本
千
賀
、
青
木
祐
子
各

氏
の
論
文
）

　

先
行
研
究
は
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
し
っ
か
り
ふ
ま
え
、
文
献
研
究
と
し
て
優
れ
て
い
る

論
考
が
多
い
と
い
え
る
。
た
だ
し
、『
神
道
集
』
の
〈
語
り
〉（narration

）
に
つ
い
て
は
、

未
だ
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
い
側
面
も
あ
る
。
思
想
史
の
研
究
を
除
く
と
、
先
行
研
究

で
は
実
証
主
義
的
な
要
素
が
強
く
、
む
し
ろ
『
神
道
集
』
を
本
格
的
に
文
学
作
品
、
す
な

わ
ち
芸
術
作
品
と
し
て
扱
う
論
文
は
ほ
ぼ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー

の
方
法
に
よ
る
研
究
は
そ
の
一
つ
の
可
能
性
だ
と
考
え
る
。

　

先
行
研
究
の
中
で
、
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
と
一
番
共
通
点
が
あ
る
の
は
、
福
田
晃
氏
の
話
型

研
究
で
あ
ろ
う
。
福
田
氏
は
、
物
語
言
説
よ
り
あ
く
ま
で
も
ス
ト
ー
リ
ー
に
注
目
し
、
そ

の
方
法
と
し
て
梗
概
を
作
り
、
そ
の
梗
概
に
数
字
や
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
を
付
け
た

「
叙
述
要
素
」（
福
田
﹇
一
九
八
四
﹈
七
〇
六
頁
）
に
分
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
叙
述
構
造
」

も
し
く
は
「
叙
述
構
成
」
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
。
説
話
文
学
だ
け
で
な
く
、
昔
話
の

研
究
も
考
慮
に
入
れ
、
関
敬
吾
の
『
日
本
昔
話
大
成
』（
第
十
一
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
八
〇
年
）

の
目
録
も
参
考
に
し
て
い
る
（
福
田
﹇
一
九
八
四
﹈
七
〇
七
、
七
一
一
頁
）。
し
か
し
、『
神
道
集
』

巻
八
に
所
収
さ
れ
て
い
る
第
四
十
八
章
「
上
野
国
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
と
そ
の
類
話
と

し
て
検
討
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
話
の
関
係
は
薄
い
と
い
う
印
象
を
免
れ
な
い
。
福
田
氏
は

「
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
に
は
九
州
と
鳥
取
県
に
採
集
さ
れ
た
（
同
前
七
一
〇
頁
）「
竜
神
と

祭
祀
」
と
い
う
伝
承
と
「
強
い
繋
が
り
」（
同
前
七
一
三
頁
）
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、

考
察
に
お
い
て
は
「
…
…
が
」「
と
こ
ろ
が
」（
同
前
特
に
七
一
二
頁
）
の
よ
う
な
逆
接
表
現

が
あ
ま
り
に
も
多
く
、
説
得
力
を
弱
め
て
い
る
。
よ
り
根
本
的
な
問
題
と
し
て
、
福
田
氏

は
常
に
「
原
話
」
を
探
求
し
て
い
る
点
が
あ
る
。
一
つ
の
原
話
が
な
か
っ
た
に
し
て
も
、

「
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
を
複
合
的
な
物
語
と
し
て
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
叙
述
要
素
」

の
出
典
を
見
出
そ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
伝
承
者
、
編
纂
者
あ
る
い
は
作
者
の
発
想
の
可

能
性
を
考
慮
に
入
れ
ず
、
す
べ
て
の
「
叙
述
要
素
」
が
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
前
提

に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
論
理
的
な
矛
盾
が
潜
ん
で
い
る
。
原
話
を
必

然
と
す
る
原
理
に
従
う
と
、
他
の
説
話
集
な
ど
に
み
つ
か
る
原
話
に
も
ま
た
そ
れ
の
原
話

が
あ
っ
た
は
ず
だ
。
図
式
化
す
る
と
そ
れ
は
系
図
に
な
り
、
そ
れ
を
た
ど
っ
て
遠
い
昔
ま

で
遡
れ
ば
、
と
う
と
う
一
つ
だ
け
の
原
話
が
残
る
は
ず
で
あ
る
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
、

そ
の
よ
う
な
物
語
の
発
生
は
考
え
に
く
い
だ
ろ
う
。

　

福
田
氏
は
あ
く
ま
で
も
実
証
主
義
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
民
俗
学
の
視
角
か
ら
『
神
道

集
』
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
近
世
に
書
写
さ
れ
た
お
伽
草
子
・
古
浄
瑠
璃
な
ど
の

形
態
を
と
る
本
地
物
の
研
究
で
も
、
本
文
比
較
を
通
じ
て
物
語
言
説
に
つ
い
て
は
論
じ
ら

れ
て
い
て
も
、
や
は
り
実
証
主
義
的
な
傾
向
が
強
い
。
ま
た
、
高
木
﹇
二
〇
〇
一
﹈
の
よ
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う
な
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
他
の
中
世
文
学
研
究
に
も
み
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
同
文
や
プ
ロ
ッ
ト
の
類
似
性
に
も
と
づ
く
「
影
響
関
係
」
よ
り
も
、〈
語
り
〉

に
関
す
る
特
徴
に
注
目
し
、〈
語
り
〉
の
技
法
と
し
て
の
「
影
響
関
係
」
も
存
在
す
る
こ

と
を
論
じ
る
。

三
　『
神
道
集
』
と
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
研
究
の
可
能
性

　

ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
方
法
を
ふ
ま
え
た
、
あ
る
い
は
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
概
念
を
究
明
す
る

論
考
に
と
っ
て
は
、『
神
道
集
』
が
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

四
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

　
（
一
）
文
芸
史
に
お
け
る
『
神
道
集
』
の
位
置
の
研
究
に
は
ま
だ
余
地
が
あ
る
。
説
話

集
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
も
の
の
、
物
語
構
造
と
し
て
「
物
語
的
縁
起
」
は
説
話

よ
り
も
本
地
物
の
性
格
が
強
い
。
お
伽
草
子
と
し
て
の
本
地
物
の
前
駆
と
し
て
は
認
め
ら

れ
て
い
る
が
、
宣
命
体
と
い
う
表
記
と
は
別
に
、
声
に
よ
っ
て
再
生
す
る
テ
ク
ス
ト
と
し

て
考
え
れ
ば
、
文
体
の
う
え
で
お
伽
草
子
な
ど
と
の
違
い
は
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
ろ
う
か
。〈
語
り
〉
に
関
し
て
、
説
話
文
学
や
軍
記
物
語
と
の
比
較
に
も
検
討
の
余
地

が
あ
ろ
う
。

　
（
二
）
殊
に
上
野
国
の
諸
縁
起
に
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
り
、
群
馬
県
に
多
く

の
写
本
が
伝
わ
る
。
本
文
批
判
を
通
じ
て
伝
承
関
係
は
既
に
調
査
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

文
体
と
内
容
を
研
究
す
る
う
え
で
、
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
応
用
も
有
益
で
あ
ろ
う
。

　
（
三
）
こ
こ
ま
で
は
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
を
ま
ず
方
法
と
し
て
と
ら
え
て
き
た
が
、『
神
道

集
』
の
〈
語
り
〉
が
『
源
氏
物
語
』
ほ
ど
複
雑
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、『
神
道
集
』

か
ら
理
論
に
関
す
る
研
究
成
果
も
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
多
く
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
を
比
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
特
定
の
範
疇
の
歴
史
的
特

徴
、
あ
る
い
は
意
義
を
究
明
す
る
の
に
最
適
な
資
料
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
（
四
）
そ
の
よ
う
な
通
時
的
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
研
究
の
他
に
、
よ
り
根
本
的
な
考
察
も

可
能
で
あ
る
。『
神
道
集
』
は
「
集
」
と
し
て
、
語
る
章
と
語
ら
な
い
章
│
│
す
な
わ
ち

物
語
で
あ
る
も
の
と
物
語
で
な
い
も
の
│
│
を
両
方
含
ん
で
い
る
。「
物
語
的
縁
起
」
の

表
現
上
の
特
徴
と
し
て
「
喩
ヲ

取
ル
ニ

物
ソ

无
キ

」「
申
セ
ハ

中
〻
愚
ナ
リ

」
な
ど
の
決
ま
り
文
句
が

あ
り
、
一
方
で
「
其
ノ
本
地
ヲ

尋
レ
ハ

」
な
ど
の
よ
う
に
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
ら
な
い
「
公

式
的
縁
起
」
に
し
か
使
わ
れ
な
い
決
ま
り
文
句
も
あ
る
。
し
か
し
、「
…
…
ト

申
セ
ハ

」
の
よ

う
に
両
方
に
み
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
も
あ
る
の
で
、
や
は
り
同
じ
声
に
よ
る
言
説
だ
と
見
て

よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
（
四
）
の
問
題
は
〈
語
り
手
〉
と
い
う
範
疇
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を

持
つ
の
だ
ろ
う
か
。
通
説
で
は
、
実
在
し
て
い
る
〈
作
者
〉
と
は
異
な
る
〈
語
り
手
〉
に

よ
っ
て
話
さ
れ
る
の
は
〈
物
語
〉、
あ
る
い
は
〈
虚
構
物
語
〉
の
み
で
あ
り
（
詩
歌
に
も
〈
詠

作
主
体
〉、
も
し
く
は
〈
抒
情
詩
の
〈
私
〉〉
と
呼
ば
れ
る
〈
作
者
〉
と
異
な
る
表
現
主
体
を
認
め
る
べ

き
で
は
あ
ろ
う
が
）、
こ
れ
こ
そ
〈
物
語
〉、
あ
る
い
は
〈
虚
構
〉
の
独
自
性
と
さ
れ
て
い
る
。

〈
語
り
手
〉
の
必
然
性
の
原
因
と
し
て
、〈
作
者
〉
で
あ
る
人
間
は
そ
の
ま
ま
テ
ク
ス
ト
の

中
に
存
在
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
先
述
の
よ
う
な

『
神
道
集
』
の
構
成
が
そ
の
通
説
を
相
対
化
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
メ
ー

ル
を
書
く
に
あ
た
っ
て
も
、
表
現
を
何
度
も
変
え
な
が
ら
文
章
を
推
敲
す
る
こ
と
が
あ

る
。
こ
う
い
っ
た
過
程
の
結
果
と
し
て
出
来
上
が
っ
た
文
章
に
内
在
す
る
声
は
、
は
た
し

て
書
き
手
そ
の
も
の
の
声
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
そ
の
実
在
す
る
人
間
と
は
別
の

表
現
主
体
が
成
立
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
表
現
主
体
は
読
む
過
程
で

読
者
に
よ
っ
て
人
間
化
さ
れ
て
は
い
る
が
、
根
本
的
に
は
テ
ク
ス
ト
の
、
あ
る
い
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
機
能
に
す
ぎ
な
い
（
三
九
八
〜
四
〇
〇
頁
）。
ま
た
、
こ
れ

か
ら
分
析
す
る
資
料
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
物
語
の
〈
語
り
手
〉
が
最
も
顕
著
に
な

る
の
は
感
情
に
よ
る
評
価
が
表
現
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
感
情
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も

評
価
の
方
法
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
感

情
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
表
す
感

情
は
、
必
ず
し
も
実
際
の
気
持
ち
、
も
し
く
は
実
感
を
反
映
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ

は
嘘
と
い
う
よ
り
、
社
会
的
に
、
す
な
わ
ち
行
儀
と
し
て
期
待
さ
れ
る
感
情
の
場
合
が
多

い
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、〈
作
者
〉
と
〈
語
り
手
〉
の
関
係
に

似
た
よ
う
に
、〈
語
り
〉
以
外
で
も
よ
り
一
般
的
な
区
別
と
し
て
、
実
在
の
〈
話
者
〉
と

テ
ク
ス
ト
内
の
〈
表
現
主
体
〉
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
『
神
道
集
』
の
構
成
は
示

唆
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
を
適
用
し
た
『
神
道
集
』
研
究
は
ど
の
よ

う
な
形
式
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
、「
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
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の
分
析
を
行
う
。
こ
の
一
篇
は
や
や
短
文
で
あ
っ
て
も
、
異
な
る
語
り
方
が
く
っ
き
り
と

区
別
で
き
る
資
料
と
し
て
最
適
で
あ
る
。
ま
た
、
在
地
縁
起
も
多
く
現
存
す
る
。
テ
ク
ス

ト
の
分
析
に
あ
た
っ
て
は
〈
距
離
〉、
さ
ら
に
〈
視
点
〉
と
〈
語
り
手
〉
と
い
う
三
つ
の

範
疇
に
注
目
す
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
ま
ず
定
義
す
る
必
要
が
あ
る
。

四
　
理
論
的
基
礎
─
─
〈
距
離
〉〈
視
点
〉〈
語
り
手
〉

　

ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
研
究
の
範
疇
の
中
で
は
、〈
時
間
〉〈
作
中
人
物
〉
な
ど
よ
り
も
、
第
五
・

六
節
の
分
析
に
応
用
す
る
〈
距
離
〉〈
視
点
〉〈
語
り
手
〉
の
ほ
う
が
主
に
〈
物
語
言
説
〉

（discourse, 

仏discours

）
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
は
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
﹇
一
九
八
五

a
﹈
の
〈
叙
法
〉（
＝
〈
距
離
〉
と
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
）
と
〈
態
〉
に
倣
っ
て
い
る
が
、
近
年

の
研
究
と
拙
著
に
お
け
る
再
検
討
を
ふ
ま
え
、
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
の
定
義
と
異
な
る
と
こ
ろ
が

あ
る（（
（

。

　
〈
視
点
〉（perspective

）
は
お
そ
ら
く
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
最
も
根
本
的
な
概
念
で
あ
る
。

あ
る
作
中
人
物
の
視
点
に
よ
っ
て
語
る
と
、
そ
の
人
物
の
感
覚
・
感
受
が
再
現
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
物
語
の
経
験
性
の
度
合
い
が
高
ま
る
。
ま
た
、
テ
ク
ス
ト
の
あ
る
部

分
に
わ
た
り
一
貫
し
て
そ
の
視
点
が
保
た
れ
る
と
き
、
そ
れ
を
〈
焦
点
化
〉（focalization

）

と
い
う
。
な
お
、〈
焦
点
化
〉
が
作
中
人
物
と
の
同
化
に
導
く
場
合
が
あ
る
が
、
結
局
そ

れ
は
個
人
と
し
て
の
聞
き
手
・
読
者
の
受
け
と
め
方
に
よ
る
の
で
、
必
ず
そ
う
だ
と
は
言

い
切
れ
な
い
（
三
四
六
〜
三
四
七
頁
）。

　

視
点
は
、
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
情
報
の
内
容
の
う
え
で
も
表
現
の
う
え
で
も
標
示
さ
れ

る
。
ま
た
、
内
容
に
お
い
て
、
評
価
、
時
空
間
的
位
置
、
具
体
的
な
知
識
な
ど
は
あ
る
作

中
人
物
あ
る
い
は
語
り
手
の
視
点
の
記
号
と
な
る
。
そ
し
て
語
ら
れ
た
感
覚
は
焦
点
化
の

開
始
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
日
本
古
典
文
学
の
狭
義
で
の
焦
点
化
は
ほ
ぼ
垣
間
見
の
場
面

に
限
ら
れ
る
。「
見
れ
ば
」
と
い
う
表
現
が
焦
点
化
の
標
記
に
な
る
こ
と
が
特
に
頻
繁
に

あ
る
が
（
三
五
四
〜
三
五
九
頁
）、
一
方
で
は
表
現
に
お
け
る
視
点
の
標
示
、
す
な
わ
ち
視

点
が
物
語
言
説
に
お
い
て
は
っ
き
り
示
さ
れ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
そ
の
言
語
の
特
徴
に

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

あ
る
視
点
の
最
も
明
白
な
記
号
と
な
る
の
は
直
示
表
現
で
あ
ろ
う
。「
此
処
」「
今
」
と

い
う
表
現
主
体
の
時
空
間
的
位
置
に
関
す
る
言
葉
の
他
に
、
人
称
代
名
詞
「
我
」「
君
」

な
ど
が
典
型
的
な
例
で
あ
ろ
う
。
直
示
表
現
と
は
、
表
現
主
体
を
中
心
と
す
る
言
葉
な
の

で
、
表
現
主
体
の
正
体
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
理
解
が
で
き
な
い
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、「
我
」「
君
」
は
三
人
称
を
指
す
場
合
も
あ
る
の
で
、
必
ず
し
も
直
示
表
現
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
と
限
ら
な
い
。
日
本
語
に
お
い
て
多
く
の
直
示
表
現
は
指
示
代
名
詞
だ

が
、
こ
こ
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。「
こ
の
」「
そ
の
」
な
ど
は
直
示

（deixis

）
だ
け
で
な
く
、
前
方
照
応
（anaphora

）
と
い
う
、
す
な
わ
ち
文
の
前
の
方
に
あ
っ

た
言
葉
を
指
す
機
能
で
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
そ
れ
が
ま
た
話
法
の
問
題
と
関

わ
る
の
で
あ
る
。
日
本
語
に
お
い
て
、「
と
て
」
な
ど
の
表
現
は
作
中
人
物
の
直
接
言
説

と
間
接
言
説
の
両
方
に
使
え
る
の
で
、
話
法
の
分
類
に
際
し
て
は
直
示
表
現
、
感
動
詞
な

ど
の
主
観
的
な
表
現
の
有
無
が
決
定
的
で
あ
り
、「
こ
の
」「
そ
の
」
の
使
用
が
重
要
な
手

が
か
り
に
な
っ
て
い
る
（
三
四
六
〜
三
四
七
頁
）。
ま
た
、
尊
敬
語
と
謙
譲
語
も
直
示
表
現

と
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
（C

oulm
as

﹇
一
九
八
六
﹈
一
六
七
頁
）。
地
の
文
に
お
い
て
は
、

特
に
「
給
ふ
」
と
い
う
尊
敬
語
の
補
助
動
詞
が
語
り
手
の
視
点
を
標
記
し
、
作
中
人
物
を

通
し
て
焦
点
化
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
「
給
ふ
」
が
一
時
使
用
さ
れ
な
く
な
る
。
そ
し
て
地

の
文
に
再
び
現
れ
る
と
、
そ
の
焦
点
化
の
終
了
の
目
印
と
な
る
こ
と
が
あ
る
（B

alm
es

﹇
二

〇
二
〇
﹈
八
五
頁
）。

　

直
示
表
現
の
他
に
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
よ
っ
て
作
中
人
物
あ
る
い
は
語
り
手
の
視
点
が
指

標
さ
れ
る
。
日
本
古
典
文
学
に
多
出
す
る
表
現
は
「
む
」「
べ
し
」
な
ど
の
助
動
詞
だ
が
、

「
け
り
」
も
時
制
だ
け
で
な
く
、
語
り
手
の
視
点
を
表
す
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
表
現
と
し
て
理

解
で
き
る
。
焦
点
化
さ
れ
た
箇
所
に
「
け
り
」
の
数
が
減
る
場
合
が
あ
る
こ
と
も
「
け
り
」

と
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
（
三
四
七
〜
三
四
八
頁
）。
ま
た
、
情
意
性
形
容

詞
は
話
者
（
あ
る
い
は
表
現
主
体
）
の
気
持
ち
を
表
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
三
四
八
〜
三
四

九
頁
）。『
神
道
集
』
の
「
物
語
的
縁
起
」
の
地
の
文
に
多
出
す
る
「
哀
れ
」
の
よ
う
な
表

現
は
、
観
察
さ
れ
た
対
象
と
感
覚
す
る
主
体
の
両
方
に
関
す
る
言
葉
と
し
て
注
目
さ
れ
た

（
三
五
一
〜
三
五
二
頁
）。

　

視
点
が
言
語
に
よ
っ
て
標
示
さ
れ
る
う
え
で
、
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
と
ミ
ー
ケ
・
バ
ル
氏

（M
ieke B

al
）
が
主
張
し
た
〈
叙
法
〉（m

ood, 

仏m
ode

）
も
し
く
は
視
点
（「
誰
が
見
て
い
る

の
か
」）
と
〈
態
〉
も
し
く
は
〈
声
〉（voice, 

仏voix

、「
誰
が
話
し
て
い
る
の
か
」）
の
絶
対
的

な
区
別（（
（

は
無
理
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
バ
ル
氏
が
論
じ
た
よ
う
に
、
あ
る
視
点
は
他
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の
視
点
に
埋
め
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
一
二
〇
頁
）。
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
や
バ
ル
氏
は
声
と
視

点
を
ま
っ
た
く
異
質
な
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
た
め
に
、
語
り
手
が
視
点
・
焦
点
化
の

主
体
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た（（
（

。
そ
の
後
の
研
究
で
は
語
り
手
の
視
点
も

注
目
さ
れ
、
認
知
言
語
学
の
研
究
が
示
す
よ
う
に
、
実
は
〈
語
り
手
〉
と
は
そ
も
そ
も
視

点
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
（
一
〇
四
頁
）。
人
物
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
語
り
手
も
も
ち
ろ
ん

あ
る
が
、
基
本
的
に
物
語
の
直
示
的
中
心
と
し
て
の
〈
語
り
手
〉
は
あ
く
ま
で
も
テ
ク
ス

ト
の
機
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
人
物
と
し
て
具
体
化
さ
れ
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
読
者
に
よ
っ
て
人
間
化
さ
れ
想
像
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
八
四
頁
）。〈
語
り

手
〉
と
い
う
視
点
が
常
に
枠
と
し
て
あ
り
、
作
中
人
物
の
視
点
は
必
ず
そ
の
中
に
埋
め
込

ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
視
点
が
語
り
手
か
ら
作
中
人
物
に
移
る
と
い
う
よ
う
な
二
元

性
は
存
在
せ
ず
、
語
り
手
自
体
が
作
中
人
物
の
視
点
を
再
現
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
作
中
人
物
を
通
し
て
焦
点
化
さ
れ
た
件
で
、
一
度
「
け
り
」
な
ど
で
語
り
手
の
視
点

が
標
記
さ
れ
た
と
し
て
も
、
作
中
人
物
に
よ
る
焦
点
化
が
そ
こ
で
終
わ
っ
た
と
は
限
ら
な

い
（
三
七
五
頁
）。
語
り
手
の
視
点
が
潜
在
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
枠
と
し
て
そ
れ
は
常

に
あ
る
は
ず
で
、
お
お
よ
そ
潜
在
的
な
語
り
手
で
あ
っ
て
も
、
た
ま
に
は
そ
の
視
点
が
表

現
上
で
露
わ
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
『
神
道
集
』
は
、
本
文
に
散
見
す
る
表
現
か
ら
す
る
と
、
口
頭
で
語
ら
れ
る
こ
と
と
文

字
に
よ
る
テ
ク
ス
ト
と
し
て
読
む
こ
と
が
い
ず
れ
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。『
神
道
集
』
の

語
り
手
は
作
中
人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
な
い
に
し
て
も
、
読
者
に
は
唱
導
師
と
し
て

想
像
さ
れ
て
い
た
に
相
違
な
い
で
あ
ろ
う
。
唱
導
師
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
場
合
、
テ
ク
ス

ト
内
の
語
り
手
と
実
在
の
人
間
と
し
て
の
唱
導
師
の
声
が
一
致
し
て
い
た
（
四
〇
二
〜
四
〇

三
頁
）。
ま
た
、
補
助
動
詞
「
給
ふ
」
な
ど
の
使
用
で
明
確
に
な
る
よ
う
に
、
そ
の
語
り

手
は
社
会
的
な
地
位
と
し
て
、
自
分
を
そ
れ
ぞ
れ
の
神
を
崇
め
る
農
村
の
人
々
と
等
し
く

位
置
づ
け
て
い
る
。

　
〈
視
点
〉
や
〈
語
り
手
〉
と
比
べ
て
、〈
距
離
〉（distance

）
と
い
う
概
念
は
理
論
研
究

の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
が
比
較
的
少
な
い
。
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
の
理
論
で
は
、〈
距
離
〉
は
物

語
言
説
と
物
語
内
容
の
距
離
を
意
味
す
る
（
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
﹇
一
九
八
五
a
﹈
一
九
六
頁
）。
既
に

一
九
五
五
年
に
〈
距
離
〉（D

istanz

）
を
術
語
と
し
て
使
っ
た
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
・
レ
メ
ル

ト
（Eberhard Läm

m
ert

）
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
〈
距
離
〉
は
読
者
が
物
語
世
界
の
出

来
事
に
対
し
て
感
じ
る
距
離
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
（Läm

m
ert

﹇
一
九
七
五
﹈
六
九
頁
、

ま
たM

artínez

・Scheffel

﹇
二
〇
一
六
﹈
五
〇
頁
、
拙
著
一
三
六
頁
も
参
照
）。
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
の
定

義
に
よ
る
と
、
小
さ
な
〈
距
離
〉
と
は
、
語
り
手
が
お
お
よ
そ
潜
在
的
で
あ
る
と
同
時
に
、

叙
述
が
詳
細
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
基
準
が
二
つ
あ
る
（
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
﹇
一
九
八
五
a
﹈
一

九
三
頁
）。
す
な
わ
ち
、
小
さ
な
距
離
の
叙
述
法
は
〈
示
す
こ
と
〉
の
よ
う
な
も
の
で
、
大

き
な
距
離
は
〈
語
る
こ
と
〉
に
共
通
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、〈
示
す
こ
と
〉

と
〈
語
る
こ
と
〉
と
違
い
、〈
距
離
〉
は
二
元
論
的
な
範
疇
で
は
な
く
、
む
し
ろ
さ
ま
ざ

ま
な
度
合
い
が
可
能
で
あ
る
。
よ
り
詳
し
い
定
義
も
提
唱
さ
れ
た
が
、
叙
述
に
お
け
る
情

報
量
以
外
の
基
準
は
や
は
り
す
べ
て
〈
語
り
手
〉
に
還
元
で
き
、〈
距
離
〉
は
〈
語
り
手
〉

に
注
目
す
る
こ
と
で
計
れ
る
も
の
と
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（（
（

。
し
か
し
、
ジ
ュ
ネ
ッ
ト

と
違
い
、〈
語
り
手
〉
を
視
点
の
主
体
と
し
て
と
ら
え
る
と
、
そ
れ
ら
の
基
準
が
〈
視
点
〉

の
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、〈
距
離
〉
の
定
義
を
改
訂
し
な
け
れ
ば
、
ほ
ぼ
視

点
と
重
な
り
、
余
分
な
範
疇
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
情
報
量
の
程
度
の

み
を
〈
距
離
〉
の
基
準
と
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
（
一
四
一
、
一
四
三
、
一
五
〇
、
一

五
二
〜
一
五
三
頁
）。

五
　『
神
道
集
』「
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
の
〈
語
り
〉

　
〈
物
語
的
〉
を
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
術
語
と
し
て
と
ら
え
て
み
て
も
、
あ
る
い
は
ま
た
日

本
文
学
史
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
を
一
括
し
て
言
う
表
現
と
し
て
使
っ
て
み
る

と
し
て
も
、『
神
道
集
』
の
「
物
語
的
縁
起
」
は
い
か
に
も
〈
物
語
的
〉
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
物
語
的
縁
起
」
で
も
、
そ
の
〈
物
語
性
〉（narrativity

）
の
度
合
い
が
常
に
高
い
と
い
う

わ
け
で
も
な
い
。
有
賀
夏
紀
氏
の
い
う
「
本
地
説
」（
有
賀
﹇
二
〇
二
五
﹈
第
二
章
）、
す
な

わ
ち
人
間
が
神
と
し
て
現
れ
た
後
に
、
章
の
結
末
に
挙
げ
ら
れ
る
本
地
な
ど
の
説
明
の
部

分
は
、「
公
式
的
縁
起
」
に
も
共
通
し
、〈
物
語
性
〉
が
な
い
こ
と
は
先
述
し
た
。〈
物
語
性
〉

と
い
う
の
は
、
マ
リ
ー
＝
ロ
ー
ル
・
ラ
イ
ア
ン
氏
（M

arie-Laure Ryan

）
に
よ
る
と
、
物

語
世
界
の
時
空
が
最
も
基
礎
的
な
前
提
に
な
っ
て
い
る
が
、
物
語
世
界
に
精
神
的
次
元

（m
ental dim

ension

）
が
な
け
れ
ば
、
物
語
と
し
て
認
め
な
い
聞
き
手
・
読
者
も
多
い
で
あ

ろ
う
（Ryan

﹇
二
〇
〇
七
﹈
二
八
〜
三
一
頁
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
精
神
的
次
元
が
〈
物
語
性
〉

の
度
合
い
に
決
定
的
で
あ
る
。
ま
た
、
モ
ニ
カ
・
フ
ル
ー
ダ
ニ
ク
氏
（M

onika Fludernik

﹇
一
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九
九
六
﹈）
が
論
じ
る
よ
う
に
、〈
物
語
性
〉
は
〈
経
験
性
〉（experientiality

）
と
し
て
も
定

義
で
き
る
。

　
『
神
道
集
』「
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
は
梗
概
に
お
い
て
、
三
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。

福
田
氏
は
そ
れ
ら
を
「〔
発
端
〕
八
郎
の
祟
り
」「〔
展
開
〕
八
郎
の
鎮
ま
り
」「〔
結
末
〕

八
郎
の
神
明
示
現
」
と
名
付
け
る
。
発
端
部
で
、
群
馬
郡
の
地
頭
の
息
子
で
あ
る
八
郎
満

胤
は
八
人
の
兄
弟
の
中
で
最
も
優
れ
て
い
る
た
め
、
出
世
し
、
総
領
に
な
り
、
ま
た
父
の

死
後
に
上
野
国
の
目
代
に
昇
る
。
八
郎
を
妬
む
七
人
の
兄
弟
は
弟
を
殺
す
こ
と
を
計
ら

う
。
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
、
上
野
国
と
都
の
両
方
を
含
み
、
か
つ
数
年
間
に
わ
た
る
物
語

の
時
空
は
、
こ
こ
で
初
め
て
具
体
的
な
行
動
の
場
に
減
縮
す
る
。

七
人
ノ

舎
兄
達
ハ

睛
〔
↓
猜
〕思

レ
ト
モ

、
国
ノ

目
代
ナ
ル

上
ヘ
ハ

、
其
ノ

下
知
ニ

随
ケ
ル

。
七
人
ノ

舎
兄
達
ハ

八
郎
カ

下
知
ニ

随
フ

事
ヲ

安
カ
ラ
ヌ

叓
ニ

思
ヒ

、
七
人
舎
兄
達
与
力
同
心
シ
テ

、
八
郎
滿
胤
ヲ
ハ

夜

討
シ
ツ

ヽ
、
屍
ヲ
ハ

石
ノ

唐
樻
ト
ニ

入
テ

、
高
井
ノ

郷
、
鳥
喰
ミ
ノ

池
ノ

辰
巳
ノ

方
ニ

當
タ
ル

、
虵
ヒ

喰
ニ

ソ

池
ノ

中
嶋
ニ

當
タ
ル

、
虵
塚
カ

岩
屋
ト

云
ケ
ル

、
岩
ノ

中
ニ

深
ク

収
メ
ケ
リ

。

 

（
赤
木
文
庫
本
、
巻
八
〔
以
下
同
様
〕、
一
四
オ
〜
ウ
）

　

こ
の
件
に
お
い
て
〈
語
る
時
間
〉
と
〈
語
ら
れ
る
時
間
〉
の
割
合
が
よ
り
大
き
く
な
り
、

す
な
わ
ち
ス
ト
ー
リ
ー
に
対
し
て
〈
語
り
〉
の
速
度
が
少
し
遅
く
な
り
、
殺
人
の
動
機
が

語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、「
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
の
発
端
に
お
い
て
、
作
中
人
物

の
感
情
の
叙
述
は
非
常
に
少
な
い
。
こ
の
箇
所
に
み
る
「
睛

〔
↓
猜
〕思
レ
ト
モ

」「
随
フ

事
ヲ

安
カ
ラ
ヌ

叓

ニ

思
ヒ

」
の
前
は
、「
帝
ト

御
感
有
テ

」
の
み
で
あ
る
。
作
中
人
物
の
発
話
あ
る
い
は
心
内
語

が
再
現
さ
れ
る
こ
と
も
一
切
な
く
、
夜
討
ち
の
叙
述
で
、
聞
き
手
・
読
者
は
初
め
て
、
あ

る
程
度
具
体
的
な
場
面
を
想
像
し
う
る
。
高
井
の
岩
屋
の
外
観
な
ど
は
描
写
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
も
の
の
、「
鳥
喰
ミ

」「
虵
ヒ

喰
」「
虵
塚
カ

」
の
よ
う
な
地
名
に
よ
り
、
不
気
味
な
印

象
を
受
け
た
り
、
不
吉
な
予
感
を
抱
い
た
り
す
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
物
語
に
お
い
て
は
、
語
り
手
の
存
在
が
比
較
的
控
え
め
と
い
え
る
。
そ
れ

で
も
、
冒
頭
の
定
型
句
「
抑
…
…
ト

申
ス
ハ

」
以
外
に
も
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
含
む
過
去
形
「
け

り
」、
直
示
表
現
で
あ
る
補
助
動
詞
「
給
ふ
」（「
…
…
下
フ
」
と
表
記
）、「
故
ニ

」
と
い
う
因
果

関
係
の
表
現
で
語
り
手
が
感
知
で
き
る
。
ま
た
、
右
に
列
挙
し
た
作
中
人
物
の
感
情
に
関

す
る
表
現
も
、
全
知
の
語
り
手
の
口
調
と
し
て
受
け
と
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か

し
、
八
郎
満
胤
が
赤
城
と
伊
香
保
の
龍
神
の
協
力
に
よ
り
、
大
蛇
に
変
身
し
、
兄
弟
の
家

族
と
眷
属
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
無
関
係
の
人
々
ま
で
殺
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
ま
で
語

り
進
め
ら
れ
る
と
、
語
り
手
の
存
在
が
一
層
顕
著
に
な
る
。

其
後
国
中
ノ

諸
人
ヲ

執
玉
フ

間
、
国
中
ノ

歎
キ

、
申
計
モ

无
ケ
リ

。
万
人
ノ

悲
ミ

亡
国
ノ

基モ
ト
イ

成
間
、

都
ヘ

此
ノ

由
ヲ

申
タ
リ
ケ
レ
ハ

、
帝
ハ

大
ニ

驚
カ
セ

御
在
シ
テ

〔
略
〕
毎
年
ノ

九
月
九
日
ニ
ハ

、
高
井
ノ

岩

屋
ノ

池
ノ

餌
ヲ

懸
ル

間
、
国
中
ノ

歎
、
喩
ヲ

取
ル
ニ

物
ノ

无
シ

。
一
年
二
年
ノ

事
ニ
モ

非
ス

、
既
ニ

廿

余
年
ノ

事
ナ
レ
ハ

、
其
国
ノ

人
歎
幾
許
ソ
ヤ

。
此
大
虵
ノ

池
ノ

餌
ヲ

留
シ
ニ

、
一
ノ

不
思
議
ア
リ

。

 

（
一
四
ウ
）

　

語
り
手
は
「
申
計
モ

无
ケ
リ

」「
喩
ヲ

取
ル
ニ

物
ノ

无
シ

」
と
い
う
決
ま
り
文
句
と
「
幾
許
ソ
ヤ

」

と
い
う
反
語
に
よ
っ
て
、
上
野
国
の
住
民
た
ち
と
い
う
共
同
体
の
感
情
、
あ
る
い
は
そ
の

共
同
体
を
含
ん
で
い
る
全
国
共
同
体
の
代
表
者
で
あ
る
帝
の
感
情
を
強
調
す
る
（
そ
の
相

互
的
な
関
係
は
「
万
人
ノ
悲
ミ
亡
国
ノ

基モ
ト
イ

成
」
で
も
表
さ
れ
る
）。「
一
ノ

不
思
議
ア
リ

」
と
い
う
伏
線

（〈
先
説
法
〉prolepsis

）
も
語
り
手
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
。
帝
の
宣
旨
の
後
、
毎
年
に

一
回
生
贄
を
懸
け
る
こ
と
に
な
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
す
る
年
に
は
尾
幡
権
守
宗
岡
の

娘
の
番
に
な
る
。
親
子
の
悲
し
み
も
「
喩
遣
ヘ
キ

方
ヲ

无
キ

」（
一
五
オ
）
と
い
う
決
ま
り
文
句

で
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

都
か
ら
藤
原
宮
内
判
官
宗
光
が
「
金
ノ

使
」
と
し
て
上
野
国
を
通
る
と
き
、
宗
岡
に
尾

幡
邸
に
招
待
さ
れ
、
そ
し
て
宗
岡
の
娘
で
あ
る
海
津
姫
と
恋
に
落
ち
る
の
で
、
尾
幡
に
残

る
。
宗
光
は
海
津
姫
が
生
贄
と
定
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
が
、
海
津
姫
が

迫
っ
て
く
る
別
れ
を
大
変
悲
し
ん
で
い
る
。

尾
幡
ノ

姫
ハ

別
レ
エ
ン

方
カ

近
ケ
レ
バ

、
常
ハ

袖
ヲ
ソ

洨
〔
↓
絞
〕レ

ケ
ル

。
合
初
草
ハ

四
月
ノ

初
ノ

事
ナ
レ
ハ

、「
我

身
ハ

秋
ノ

初
生
贄
ヘ
ニ

懸
ヘ
キ

身
ソ
カ
シ

」
ト

思
歎
ツ
ヽ

悲
ミ
ケ
リ

。〔
略
〕
宗
光
見
科
下
テ

、「
御
心
ニ

移

ル

方
ノ

候
ヤ
ラ
ン

」ト
言
レ
ハ

、「
自ミ

心
ノ

移
ル

方
ノ

有
ン
ニ
ハ

、咲
ラ
ハ

含
共

淚
ヲ
ハ

流
シ
キ

物
ヲ
ヤ

。程
无
キ

契
、

何
ツ
マ
テ

思
ニ
コ
ソ

」
ト

計
ニ
テ

、
聲
ヲ

立
テ
ソ

泣
ケ
ル

。
御
前
ノ

女
房
達
モ

美
女
共
、「
今
ノ

別
ノ

始
メ
コ
ソ

悲
ケ
レ

」
ト
テ

聲
ヲ

調
ヘ
テ

泣
合
ヘ
リ

。 

（
一
五
ウ
）

　

繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
の
場
面
で
は
、
語
り
手
が
作
中
人
物
の
感
情
に
重
点
を
置
き
、
こ

の
物
語
で
初
め
て
会
話
文
が
導
入
さ
れ
る
。
会
話
が
直
接
言
説
に
よ
る
か
、
も
し
く
は
間

接
言
説
に
よ
っ
て
再
現
さ
れ
る
か
に
よ
り
、
聞
き
手
・
読
者
の
印
象
が
大
き
く
変
わ
る
。

も
っ
と
も
、
原
文
に
鉤
括
弧
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
日
本
語
の
文
法
に
お
い
て
直
接
言

説
と
間
接
言
説
が
常
に
判
別
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
。
係
助
詞
「
ぞ
」「
こ
そ
」
な
ど
は
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主
観
的
な
表
現
で
あ
っ
て
も
、
語
り
手
の
言
説
に
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
作
中
人

物
の
直
接
言
説
の
指
標
と
な
り
え
な
い
。
ま
た
、
先
述
の
よ
う
に
「
我
」
は
話
者
に
関
連

し
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、「
我
身
」
と
い
う
表
現
は
あ
る
程
度
参
考
に
は
な
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
直
接
言
説
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
自

み
づ
か
ら

」
も
名
詞

と
も
人
称
代
名
詞
と
も
解
さ
れ
る
の
で
、
曖
昧
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
感
動
詞
「
ぞ
か
し
」

「
を
」（「
物
ヲ
ヤ
」）、
直
示
表
現
「
今
」、
後
出
す
る
「
あ
の
」（「
咹
ノ
」
と
表
記
）
な
ど
に
よ
っ

て
、
作
中
人
物
自
身
の
言
葉
が
再
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
作

中
人
物
の
視
点
と
声
は
自
立
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
常
に
語
り
手
の
視
点
と
声
に
埋

め
込
ま
れ
て
い
る
。

　

宗
光
は
生
贄
に
つ
い
て
知
る
と
、
自
分
が
姫
の
身
代
わ
り
に
な
る
と
主
張
し
、
夫
婦
と

親
子
だ
け
で
な
く
、
尾
幡
邸
の
従
者
と
宗
光
の
家
臣
ま
で
が
大
変
泣
き
悲
し
む
。
こ
の
よ

う
な
会
話
と
感
情
を
再
現
す
る
箇
所
に
お
い
て
、
物
語
情
報
の
量
が
増
え
る
│
│
つ
ま

り
、〈
距
離
〉
が
よ
り
小
さ
く
な
る
。
同
時
的
に
〈
物
語
性
〉〈
経
験
性
〉
が
高
ま
る
。
ま

た
、
尾
幡
邸
に
限
定
さ
れ
た
空
間
と
と
も
に
、
発
端
部
に
三
例
あ
る
「
三
（
ヶ
）
年
」
の

代
わ
り
に
「
三
ヶ
日
」
と
い
う
表
現
が
減
縮
し
た
時
間
を
代
表
す
る
。

　

続
い
て
、高
井
の
岩
屋
へ
出
発
す
る
時
が
来
る
と
、「
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
の
〈
語
り
〉

の
詳
細
さ
の
度
合
い
が
ま
た
も
う
少
し
増
え
、
す
な
わ
ち
〈
距
離
〉
が
小
さ
く
な
る
。

網
代
輿
ノ

金
威
│

稠
タ
ル
ニ

宗
光
ハ

乗
下
ヘ
ハ

、
軍
兵
共
ハ

其
數
〔
不
レ

知
〕、
御
輿
ノ

前
後
左
右
ヲ

打
圍
ミ

、
京
家
ノ

人
〻
十
六
人
御
友
ノ

殿
原
モ

、
主
ノ

別
レ
カ

悲
ケ
レ
ハ

、
輿
ノ

轅
ヘ
ニ

取
付
テ

、
泣

〻
歩
ム
モ

哀
也
。
姫
君
ハ

同
輿
ニ

乗
、
道
〻
焦
下
フ
ハ

哀
ナ
ル

。〔
略
〕ト
、
語
リ

連
テ

泣
下
モ

哀
レ

也
。

 

（
一
六
オ
〜
ウ
）

　

長
く
な
い
こ
の
箇
所
に
お
い
て
、「
哀
也
」
と
い
う
語
り
手
の
感
情
に
富
ん
だ
評
価
が

三
回
も
挙
げ
ら
れ
る
。
発
端
部
の
冒
頭
に
お
い
て
、
何
年
間
か
に
わ
た
る
出
来
事
が
語
ら

れ
て
お
り
、
物
語
の
叙
述
が
示
す
情
報
量
は
詳
し
く
な
い
。
そ
の
冒
頭
の
比
較
的
弱
か
っ

た
語
り
手
の
視
点
と
、
叙
述
が
比
較
的
詳
し
く
な
っ
た
こ
の
箇
所
に
お
け
る
語
り
手
の
感

情
の
表
現
を
考
え
る
と
、
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
の
〈
距
離
〉
の
定
義
に
よ
る
語
り
手
の
顕
在
性
と

叙
述
の
詳
細
さ
と
い
う
二
つ
の
基
準
の
反
比
例
関
係
は
、
少
な
く
と
も
古
典
文
学
に
関
し

て
は
矛
盾
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
白
に
な
る
。
ま
し
て
、
語
り
手
の
顕
在
性
の
み
で

〈
距
離
〉
を
定
義
す
る
の
は
い
か
に
も
不
適
切
で
あ
ろ
う
（
三
〇
九
〜
三
一
五
頁
）。

　

作
中
人
物
の
感
情
が
〈
語
り
〉
の
中
心
に
あ
る
と
は
い
え
、
焦
点
化
は
未
だ
成
立
し
な

い
。
し
か
し
、
聞
き
手
・
読
者
が
最
初
に
焦
点
化
と
し
て
受
け
と
め
る
可
能
性
が
高
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。

既
ニ

高
井
ノ

岩
屋
ニ

付
ツ
ヽ

、
宗
光
贄
ヘ
ノ

棚
ニ

昇
テ

、
北
向
ニ

坐
ツ
ヽ

、
水
精
ノ

軸
シ
タ
ル

法
花
經
ヲ

紐
ヲ

解
キ

、
打
挙
〻
〻
讀
誦
セ
ラ
ル

。
良
且
ク

有
セ
テ

、
大
虵
ハ

石
ノ

戸
ヲ

押
開
テ

出
タ
リ

。
其
ノ

体
タ

ヲ

見
ル
ニ
ソ

怖
シ
ケ
レ

。
首
ハ

真
ノ

漆
ヲ

以
テ

七
ケ

八
ケ

塗
タ
ル
カ

如
シ
テ

、
眼
ハ

赤
雲
ケ
ル

提
〔
↓
緹
〕ヲ

閵
ユ〔
→
ヱ
〕リ

ハ
メ
タ
ル

ニ

似
リ

。
口
ニ
ハ

銖
ヲ

差
シ
タ
ル
カ

如
シ

。
外
ソ
ニ
テ

見
ル
ニ

身
ノ

毛
弥
ヨ

立
テ

怖
キ
ニ

、
倍
シ
テ

宗
光
ノ

心
ノ

内

推
量
セ
ラ
レ
テ

哀
レ

也
。

而
ト
モ

宗
光
ハ

少
シ
モ

恐
タ
ル

氣
色
モ

无
ク
シ
テ

、
御
經
ヨ
リ

外
ハ

眼
省
ル

方
モ

无
シ

。 

（
一
六
ウ
）

　
〈
語
り
〉
の
効
果
が
う
ま
く
伝
わ
る
よ
う
に
適
宜
改
行
を
入
れ
た
。
大
蛇
を
待
っ
て
い

る
宗
光
は
法
華
経
の
紐
を
解
き
読
誦
を
始
め
、
続
け
て
大
蛇
の
姿
の
詳
し
い
描
写
が
な
さ

れ
る
の
で
、
宗
光
の
目
で
見
る
景
色
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
緊
張
が
高

ま
る
な
か
で
、
遠
く
見
る
人
で
さ
え
恐
ろ
し
さ
に
毛
が
立
つ
ほ
ど
な
の
で
、
宗
光
の
気
持

ち
を
想
像
す
れ
ば
大
変
だ
と
、
語
り
手
は
聞
き
手
・
読
者
に
話
し
か
け
て
い
る
。
こ
の
時

点
で
、
大
蛇
の
描
写
が
宗
光
を
通
し
て
焦
点
化
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
次
に
突
然
宗
光
は
実
は
ま
っ
た
く
恐
怖
を
感
じ
な
い
ま
ま
、
お
経
以
外

に
視
線
を
送
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
で
は
珍
し
く

語
り
手
の
戯
れ
が
展
開
す
る
。
ま
ず
は
焦
点
化
な
さ
れ
た
と
思
し
き
方
法
で
語
り
、
ま
し

て
宗
光
の
気
持
ち
を
想
像
せ
よ
と
い
う
ふ
う
に
、
こ
の
場
面
の
緊
張
感
を
強
調
し
て
い

る
。
そ
し
て
突
然
、
実
は
焦
点
化
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
明
か
す
。
す
な
わ
ち
、
宗
光

は
大
蛇
を
そ
も
そ
も
覗
い
て
い
な
い
と
い
う
情
報
が
聴
衆
・
読
者
を
驚
か
せ
る
。

　

大
蛇
は
宗
光
に
よ
る
法
華
経
の
読
誦
を
聞
き
、「
黄
ナ
ル

淚
ヲ

流
シ

」、
神
明
に
な
っ
て
衆
生

を
利
益
し
た
い
と
言
う
。
大
蛇
の
言
葉
は
「
只
今
」（
二
例
）「
今
ヨ
リ

以
後
」、
ま
た
「
我
」

「
君
」
と
い
う
直
示
表
現
に
よ
っ
て
直
接
言
説
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
感
情

に
重
点
を
置
い
た
〈
語
り
〉
に
使
わ
れ
る
よ
う
な
感
動
詞
が
な
い
。
結
末
部
に
お
い
て
、

大
蛇
が
那
波
八
郎
大
明
神
と
し
て
現
れ
た
後
、
他
の
作
中
人
物
が
ど
う
な
っ
た
か
語
ら
れ

て
い
る
。
作
中
人
物
の
視
点
が
ほ
ぼ
再
現
さ
れ
な
い
点
で
は
発
端
部
と
共
通
し
て
い
る

が
、
語
り
手
の
存
在
が
更
に
顕
在
的
で
あ
る
。

　
「
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
の
原
文
で
は
、
宗
光
を
中
心
と
し
た
部
分
が
八
郎
満
胤
を
主

キ
ラ
メ
イ
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人
公
と
す
る
発
端
部
よ
り
ほ
ぼ
三
倍
の
長
さ
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
福
田

﹇
一
九
八
四
﹈（
六
九
九
〜
七
〇
一
頁
）
の
梗
概
に
お
い
て
、
発
端
部
と
展
開
部
が
同
じ
程
度
の

分
量
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
出
来
事
と
し
て
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
関
す
る
情
報
量
が

等
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
で
は
、
そ
の
よ
う
な
梗
概
を
基
に
物
語
を
論
じ
る
こ

と
が
多
い
が
、〈
語
り
〉
の
方
法
に
目
を
向
け
る
と
、〈
物
語
〉
と
し
て
鑑
賞
す
る
聞
き
手
・

読
者
に
と
っ
て
宗
光
の
話
が
肝
要
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

「
物
語
的
縁
起
」
は
神
仏
に
関
す
る
情
報
を
伝
承
す
る
だ
け
で
な
く
、
あ
く
ま
で
も
〈
物

語
〉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
研
究
に
よ
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
〈
語
り
〉
の
方
法
が
再
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。

六
　「
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
関
連
の
在
地
縁
起
の
〈
語
り
〉

　

宗
光
が
法
華
経
を
読
誦
す
る
場
面
に
お
い
て
は
実
に
ま
れ
な
語
り
口
が
な
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、『
神
道
集
』「
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
の
本
文
に
も
と
づ
い
て
い
る
近
世

の
写
本
に
伝
わ
る
在
地
縁
起
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
見
て
い
く
価
値
が
あ
り
そ
う

だ
。
榎
本
千
賀
氏
に
よ
る
と
、「
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
を
取
材
と
す
る
在
地
縁
起
が
十

二
本
あ
り
、
徳
田
和
夫
氏
の
研
究
に
も
と
づ
い
て
そ
れ
ら
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
地
域
に

よ
っ
て
四
類
に
分
け
ら
れ
る
（
榎
本
﹇
二
〇
〇
六
﹈
二
七
七
〜
二
七
九
頁
）。
ま
ず
は
元
禄
十
二

年
（
一
六
九
九
年
）
の
奥
書
を
持
っ
て
い
る
文
久
二
年
（
一
八
六
二
年
）
の
転
写
本
『
辛
科
大

明
神
縁
記
』（
徳
田
氏
蔵
）
を
引
用
す
る
。

良ヤ
ヽ

暫
シ
ハ
ラ
ク

有
て
、
大
蛇
ハ
石
の
戸
を
押
ひ
ら
き
出
テ

来
ル
。
其
形
を
見
る
に
あ
や
し
け

れ
。
顔
ハ
し
ん
の

添
ウ
ル
シ〔
↓
漆
〕に

て
ぬ
れ
た
る
如
し
。
眼
ハ
赤
雲
の
晴
間
に
似
た
り
、
口

に
ハ
朱
を
付
た
る
か
如
し
。
外
の
者
ハ
見
た
斗
り
に
て
、
身
の
毛
よ
た
つ
て
危

ア
ヤ
ウ
キ

事

な
る
に
、
宗
光
の
御
心
の
内
こ
そ
哀
れ
成
と
思
は
れ
け
る
。

　

然
共
判
官
ハ
少
も
恐
れ
た
る
気
色
も
無
、
自
御
經
を
讀
給
ふ
外
に
ハ
、
ま
な
こ
に

み
ん
方
そ
な
し
。 

（
十
三
ウ
〜
十
四
ウ
）

　

こ
こ
で
は
水
精
の
軸
ど
こ
ろ
か
、
宗
光
が
法
華
経
の
読
誦
を
始
め
る
こ
と
に
さ
え
言
及

さ
れ
な
い
。
ま
た
、
大
蛇
の
描
写
の
前
に
、「
其
形
を
見
る
に
あ
や
し
け
れ
」
と
い
う
語

り
手
の
評
価
が
補
わ
れ
た
。
宗
光
の
気
持
ち
を
想
像
せ
よ
、
い
や
実
は
宗
光
は
怖
く
な

か
っ
た
、
そ
も
そ
も
お
経
以
外
は
ど
こ
も
見
て
い
な
い
、
と
い
う
叙
述
が
『
神
道
集
』
に

共
通
す
る
。『
辛
科
大
明
神
御
縁
起
』（
辛
科
神
社
蔵
）
で
は
、
ほ
ぼ
同
文
の
個
所
が
み
ら

れ
る
と
は
い
え
、「
あ
や
し
け
れ
」
な
ど
の
語
り
手
に
よ
る
評
価
が
み
ら
れ
な
い
上
に
、

宗
光
の
心
を
想
像
せ
よ
と
い
う
呼
び
か
け
も
な
い
。
す
な
わ
ち
、
語
り
手
が
焦
点
化
を
強

調
す
る
と
思
わ
せ
る
戯
れ
が
失
わ
れ
て
い
る
。

　

二
つ
と
も
同
じ
部
類
に
属
す
る
『
上
州
群
馬
郡
岩
谷
縁
起
』（
前
橋
市
立
図
書
館
蔵
）
と

『
上
州
群
馬
郡
新
波
山
満
勝
寺
略
縁
起
』（
満
勝
寺
蔵
）
で
は
、
大
蛇
の
描
写
が
『
神
道
集
』

「
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
と
異
な
っ
て
い
る
が
、「
ま
し
て
宗
光
の
心
の
う
ち
、
お
し
は
か

ら
れ
て
哀
也
。
し
か
れ
共
、
判
官
ハ
少
も
お
そ
る
ゝ
氣
色
な
く
、
御
経
讀
誦
し
給
ふ
也
」

（『
満
勝
寺
略
縁
起
』
に
よ
る
、
変
体
漢
文
と
和
漢
混
淆
文
を
混
ぜ
た
『
岩
谷
縁
起
』
に
ほ
ぼ
同
文
）
と

い
う
叙
述
が
『
神
道
集
』
に
共
通
す
る
。
し
か
し
、
大
蛇
の
描
写
の
前
に
「
見
る
」
と
い

う
動
詞
（
と
そ
れ
に
伴
う
「
怖
シ
ケ
レ
」「
あ
や
し
け
れ
」
な
ど
の
評
価
）
が
な
く
、
そ
し
て
宗
光
が

大
蛇
に
目
を
向
け
て
も
い
な
い
こ
と
に
も
言
及
が
な
い
。
こ
の
本
文
に
お
い
て
焦
点
化
は

そ
も
そ
も
想
定
さ
れ
な
い
の
で
、
聞
き
手
・
読
者
の
驚
き
も
な
く
、〈
語
り
〉
と
し
て
の

効
果
が
よ
り
低
い
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
、『
岩
谷
縁
起
』
と
『
勝
寺
略
縁
起
』
に
作
中
人
物
の
視
点
が
な
い
と
い
う
わ

け
で
も
な
い
。
宗
光
が
海
津
姫
（
尾
幡
姫
）
が
大
変
悲
し
む
の
を
見
て
容
疑
す
る
件
で
、『
神

道
集
』
の
〈
語
り
〉
を
少
し
補
う
。『
神
道
集
』
に
な
い
叙
述
「
目
も
あ
て
ら
れ
ぬ
風
情
也
」

の
す
ぐ
後
に
、『
神
道
集
』
の
「
宗
光
見
科
下
テ

」
を
「
宗
光
是
を
み
給
ひ
て
」
に
替
え
、

す
な
わ
ち
語
ら
れ
た
感
覚
に
重
点
を
置
き
、頻
繁
に
焦
点
化
に
導
く
表
現
を
用
い
る
。「
目

も
あ
て
ら
れ
ぬ
風
情
」
で
も
宗
光
が
見
る
主
体
と
な
っ
て
い
る
。『
神
道
集
』
と
異
な
る

会
話
の
後
に
皆
が
泣
き
、『
神
道
集
』
に
み
ら
れ
な
い
「
判
官
夢
と
も
わ
き
ま
へ
す
」
と

い
う
言
葉
が
宗
光
の
混
乱
を
描
く
。
つ
ま
り
、「
み
給
ひ
て
」
の
後
に
宗
光
を
通
し
て
焦

点
化
が
な
さ
れ
た
と
み
る
な
ら
ば
、
筋
が
通
る
は
ず
だ
。『
神
道
集
』
と
同
様
、
こ
の
箇

所
は
「
判
官
此
由
聞
給
ひ
…
…
」
で
結
ば
れ
、
語
ら
れ
た
感
覚
と
し
て
、
そ
れ
も
焦
点
化

が
維
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
。『
岩
谷
縁
起
』
と
『
勝
寺
略
縁
起
』
の
当
時
の
聞
き
手
・

読
者
が
こ
の
件
に
焦
点
化
を
受
け
と
め
た
可
能
性
は
や
や
低
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
文

に
補
っ
た
言
葉
に
よ
っ
て
そ
の
可
能
性
が
そ
も
そ
も
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
感
情
の
描
写
に
よ
っ
て
発
端
部
と
比
べ
れ
ば
〈
物
語
性
〉
の
度
合
い
が
か
な
り
高
い

こ
の
件
は
、
そ
の
感
情
へ
の
視
線
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
〈
経
験
性
〉
を
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更
に
増
す
。

　
『
辛
科
大
明
神
縁
記
』（
九
ウ
〜
十
一
オ
）
に
「
其
色
を
京
家
の
宗
光
公
ハ
見
と
れ
て
や
」

と
あ
る
が
、
作
中
人
物
の
視
線
が
示
唆
さ
れ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
語
り
手
の
推
量

（「
や
」）
に
よ
っ
て
相
対
化
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
視
線
の
対
象
（「
其
色
」）
が
上
に

あ
る
の
で
、
焦
点
化
に
導
く
よ
う
な
語
ら
れ
た
感
覚
で
は
な
い
。「
聞
し
召
」
が
同
様
で

あ
り
、
そ
の
後
は
作
中
人
物
の
言
葉
が
再
現
さ
れ
る
と
標
示
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、

「
見
せ
も
せ
ず
」
の
場
合
も
見
る
主
体
が
具
体
化
さ
れ
な
い
の
で
、
視
点
と
ほ
ぼ
関
係
が

な
い
。『
辛
科
大
明
神
御
縁
起
』
で
は
「
見
と
か
め
」
が
『
神
道
集
』
と
共
通
す
る
が
、

視
点
を
生
じ
さ
せ
る
言
葉
を
補
っ
て
い
な
い
。
以
上
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う

に
、『
辛
科
大
明
神
（
御
）
縁
記
』
よ
り
『
岩
屋
縁
起
』
と
『
満
勝
寺
略
縁
起
』
の
ほ
う

が
焦
点
化
を
重
視
す
る
と
い
え
る
。

　
〈
物
語
性
〉
の
低
い
資
料
を
調
査
し
て
も
、
右
に
分
析
し
た
よ
う
な
〈
語
り
〉
の
名
残

を
見
出
す
こ
と
が
あ
る
。
変
体
漢
文
の
『
飯
玉
縁
起
』
は
恋
と
い
う
主
題
に
ま
っ
た
く
言

及
せ
ず
、『
神
道
集
』
に
お
い
て
宗
光
と
海
津
姫
の
話
が
一
番
詳
し
く
語
ら
れ
る
の
に
対

し
て
、『
飯
玉
縁
起
』
で
福
田
氏
が
区
分
す
る
〔
発
端
〕〔
展
開
〕〔
結
末
〕
の
分
量
の
割

合
は
お
お
よ
そ
等
し
く
、
構
成
上
で
は
梗
概
に
似
て
い
る
。『
岩
谷
縁
起
』
と
『
勝
寺
略

縁
起
』
が
補
足
し
た
件
に
通
じ
る
箇
所
で
は
、「
勅
使
被
聞
召
」
が
二
例
あ
る
が
、
既
述

の
と
お
り
、
こ
れ
は
語
ら
れ
た
感
覚
と
い
っ
て
も
、
視
点
に
関
係
が
な
く
、
直
接
・
間
接

言
説
の
前
に
置
い
た
標
記
に
す
ぎ
な
い
。し
か
し
、宗
光
と
大
蛇
の
対
面
場
面
に
、「
見
給
、

大
蛇
岩
戸
押
開
出
來
。
眼
開
、
振
頭
、
敲
尾
、
抜
舌
、
出
贄
懸
。
宗
光
有
御
覧
、
大
乗
真

文
云
〔
略
〕」
と
あ
る
。「
見
給
」
は
そ
の
後
に
描
写
さ
れ
る
対
象
に
関
連
す
る
も
の
と
し

て
、「
み
た
ま
へ
ば
」
と
い
う
読
み
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
宗
光
の
視
点
の
指

標
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。「
宗
光
有
御
覧
」
は
そ
の
感
覚
の
反
復
的
言
及
、
焦
点
化
の

確
認
で
あ
る
。
こ
の
視
線
は
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
に
影
響
が
な
く
、『
飯
玉
縁
起
』
で
唯

一
の
例
で
あ
る
。
つ
ま
り
、〈
物
語
性
〉
の
低
い
本
文
で
も
、
大
蛇
の
描
写
と
「
見
る
」

こ
と
が
密
接
的
な
関
係
に
あ
る
。

　

ま
た
、〈
視
点
〉
で
は
な
く
、〈
距
離
〉
に
関
し
て
、『
伊
勢
崎
風
土
記
』
が
興
味
深
い
。

ご
く
短
略
な
記
事
に
お
い
て
、
宗
光
の
〈
物
語
的
〉
な
話
に
言
及
が
な
い
も
の
の
、
八
郎

の
成
神
が
『
神
道
集
』
よ
り
も
詳
し
く
語
ら
れ
る
。『
神
道
集
』
に
「
其
夜
ニ

震
動
雷
電
シ
テ

、

大
雨
ヲ

ラ々
シ

、
大
蛇
ハ

那
波
ノ

郡
ヘ

下
タ
テ

、
下
村
ト

云
処
ニ

神
ト

顕
レ
下
テ

」（
一
七
オ
）
と
の
み
あ
る

所
で
、『
伊
勢
崎
風
土
記
』
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

瞬
目
際
大
風
揚p

石
、震
電
霹
靂
、沛
然
雨
注
、抜p

樹
碎p

巌
、谿
振
山
動
、神
竜
冉
々

飛w

騰
東
方a

光
采
璨
瓓
現w

於
那
波
郡
下
福
島a

因
設w

叢
祠
於
此
處q

而
祀p

之

〔
略
〕 

（
樋
口
・
今
村
﹇
一
九
一
七
﹈
三
八
六
頁
）

　
『
伊
勢
崎
風
土
記
』
に
お
い
て
、
類
似
性
に
よ
っ
て
虚
構
と
と
ら
え
や
す
い
恋
の
物
語

は
完
全
に
削
除
さ
れ
、
情
報
量
の
多
い
〈
語
り
〉
は
む
し
ろ
神
と
そ
の
霊
験
の
威
力
を
強

調
す
る
技
法
と
な
っ
て
い
る
。

七
　
む
す
び

　

本
稿
は
『
神
道
集
』
を
例
に
、
中
世
日
本
文
学
研
究
と
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
交
差
に
よ
る

新
し
い
研
究
成
果
の
可
能
性
を
論
じ
た
。
中
世
日
本
文
学
研
究
と
し
て
期
待
で
き
る
成
果

は
、〈
語
り
〉
の
方
法
の
再
評
価
に
よ
る
文
芸
史
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
本
稿
は
、
理
論
研

究
を
ふ
ま
え
な
が
ら
〈
距
離
〉〈
視
点
〉〈
語
り
手
〉
と
い
っ
た
範
疇
を
応
用
し
、『
神
道
集
』

の
〈
語
り
〉、
ま
た
は
在
地
縁
起
の
〈
語
り
〉
に
つ
い
て
論
究
し
た
。
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の

方
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
梗
概
な
ど
で
は
見
落
と
さ
れ
が
ち
な
〈
語
り
〉
の
特
徴
が

視
野
に
入
る
。
ま
た
、
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
に
も
新
し
い
研
究
成
果
が
期
待
で
き
る
。
通
時
的

な
比
較
に
よ
っ
て
〈
語
り
〉
の
技
法
の
歴
史
的
な
展
開
の
究
明
が
可
能
と
な
る
上
に
、
理

論
の
再
検
討
も
可
能
で
あ
る
。
本
稿
で
は
『
神
道
集
』
を
基
に
〈
語
り
手
〉（
第
三
節
）
と

〈
距
離
〉（
第
五
節
）
の
再
検
討
を
行
な
っ
た
が
、
こ
の
考
察
に
よ
り
中
世
日
本
文
学
の
理

論
的
意
義
が
尽
く
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。

　
『
神
道
集
』「
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
の
特
徴
と
し
て
、〈
焦
点
化
〉
が
な
い
と
は
い
え
、

珍
し
く
語
り
手
の
戯
れ
は
み
ら
れ
る
。
焦
点
化
の
芽
生
え
を
含
む
在
地
縁
起
の
資
料
と
比

べ
れ
ば
、
宗
光
と
大
蛇
の
対
面
に
お
い
て
「
見
る
」
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明

白
に
な
る
。
し
か
し
、
ま
れ
で
は
あ
っ
て
も
、『
神
道
集
』
に
も
焦
点
化
が
見
出
せ
る
。

か
ぐ
や
姫
の
異
伝
を
語
る
第
四
十
六
章
「
富
士
浅
間
大
菩
薩
事
」
の
〈
語
り
〉
は
、
赫
野

姫
が
富
士
山
の
頂
に
あ
る
仙
宮
に
帰
っ
た
後
、「
反
魂
香
ノ

箱
」
だ
け
遺
さ
れ
た
夫
の
苦
悩

に
注
目
す
る
。

男
ハ

空
キ

床
ニ

留
マ
リ

居
テ

悲
ミ
ケ
ル
カ

、
女
ノ

戀
ク

思
フ

時
ハ

、
此
箱
ノ

蓋
ヲ

開
テ

見
ル
ニ

、
其
体
カ
タ

煙
ノ
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内
ニ

髴
カ
ナ
リ

。
男
弥
ヨ

悲
ミ
テ

、
魂
ヲ

消
ス

事
度
ヒ

〻
重シ

ケ
ヽ
レ
ハ

、
思
ヒ
ニ

堪
ヘ
ス
シ
テ

、
冨
士
山
ノ

頂
ヘ

上
リ
ツ
ヽ

、
四
方
ヲ

見
レ
ハ

、
大
ナ
ル

池
ア
リ

。
ノ〻

中
ニ

嶋
ア
リ

。
宮
殿
樓
閣
ニ

似
タ
ル

石
多
シ

。
其
ノ

池
ノ

中
ヨ
リ

煙
立
ケ
リ

。
其
ノ

煙
ノ

中
ヨ
リ

彼
ノ

女
房
体
ノ

髴
ニ

見
ヘ
ケ
レ
ハ

、
悲
ノ

余
リ
ニ

此
ノ

箱
ヲ

懐
ノ

内

ヘ

引
キ

入
テ

、
身
ヲ

投
テ

失
ニ
ケ
リ

。 

（
九
ウ
）

　

垣
間
見
の
場
面
で
は
な
い
も
の
の
、「
見
ル
ニ

」「
見
レ
ハ

」「
見
ヘ
ケ
レ
ハ

」
と
、
男
の
語
ら
れ

た
感
覚
の
三
例
に
よ
っ
て
焦
点
化
が
標
記
さ
れ
る
。『
神
道
集
』
と
そ
の
し
ば
ら
く
前
に

成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
真
名
本
『
曽
我
物
語
』
に
数
多
く
共
通
す
る
本
文
が
ほ
ぼ
「
本
地

説
」
な
ど
だ
が
、
こ
の
富
士
浅
間
大
菩
薩
の
話
は
〈
物
語
的
〉
な
共
通
点
と
し
て
注
目
さ

れ
た
（M

ills

﹇
一
九
七
五
﹈
四
三
〜
四
四
頁
）。
角
川
源
義
が
「
部
分
的
に
は
同
文
的
な
個
所

も
發
見
さ
れ
る
が
、
直
接
の
傳
承
關
係
を
思
は
せ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
判
断
す
る
（
一

次
資
料
一
覧
の
角
川
﹇
一
九
六
九
﹈
二
八
八
頁
）
が
、
右
の
引
用
に
関
し
て
も
決
し
て
同
文
で

は
な
い
。
し
か
し
、
表
現
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
語
ら
れ
た
感
覚
、
つ
ま
り
焦
点
化
の
構

造
は
同
じ
で
あ
る
。
引
用
し
た
表
現
が
真
名
本
『
曽
我
物
語
』（
妙
本
寺
本
）
で
は
「
見
ケ
レ
は

」

「
見w

亘
セ
は

四
方
をq

」「
見
てp

之
を

」
に
な
っ
て
い
る
。
全
体
的
に
同
文
で
は
な
く
て
も
、〈
語

り
〉
の
伝
承
と
し
て
関
係
が
深
い
と
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
本
文
批

判
と
と
も
に
、
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
分
析
も
「
伝
承
関
係
」
の
研
究
に
貢
献
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

注（1
） 　

二
〇
一
八
年
に
創
立
し
、
既
に
一
八
冊
の
特
集
を
出
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル

Beiträge zur m
ediävistischen Erzälhforschung

（
中
世
語
り
研
究
）
な
ど
が
あ
る
。

（
2
） 　

ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
研
究
の
日
本
語
訳
に
関
し
て
は
、
プ
リ
ン
ス
﹇
二
〇
一
五
﹈
所
収
の
「
参
考
文

献
一
覧
」
が
役
立
つ
。

（
3
） 　

筑
土
﹇
一
九
六
六
﹈（
二
八
五
頁
）
は
「
公
式
的
縁
起
」
に
「
物
語
的
分
子
」
が
な
い
と
し
て

い
る
が
、
大
島
﹇
二
〇
一
三
﹈（
三
二
八
頁
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
物
語
性
を
十
分
に
有
す
る
」

例
外
も
あ
る
。

（
4
） 　

拙
著
で
は
こ
の
三
つ
の
概
念
に
加
え
て
、
日
本
文
学
に
即
し
た
も
う
一
つ
の
範
疇
〈
確
実
性
〉

（
独B

estim
m

theit, 

英determ
inacy

）
を
提
案
し
た
が
、
中
世
の
〈
物
語
〉
よ
り
も
平
安
時
代

の
物
語
文
学
に
関
連
が
あ
る
の
で
、
別
稿
で
紹
介
す
る
。

（
5
） 　

拙
著
一
〇
八
、
一
二
〇
〜
一
二
一
頁
、
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
﹇
一
九
八
五
a
﹈
二
一
七
〜
二
二
一
頁
参

照
。

（
6
） 　

一
一
二
〜
一
一
三
、
一
二
一
頁
、
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
﹇
一
九
八
五
b
﹈
八
一
頁
参
照
。

（
7
） 　

一
四
〇
〜
一
四
二
、
一
四
九
〜
一
五
一
頁
。M

artínez

・Scheffel

﹇
二
〇
一
六
﹈
も
〈
距
離
〉

と
語
り
手
の
媒
介
を
ほ
ぼ
同
一
視
し
（
五
〇
〜
五
二
頁
）、
詳
細
さ
の
度
合
い
に
は
最
後
だ
け
に

触
れ
る
（
五
三
〜
五
四
頁
）。

一
次
資
料
一
覧

※　

原
文
の
引
用
に
あ
た
り
、
適
宜
句
読
点
を
加
え
、
あ
る
い
は
読
点
を
句
点
に
改
め
て
作
中
人
物

の
言
説
を
標
示
す
る
鉤
括
弧
を
付
し
た
。

赤
木
文
庫
本
『
神
道
集
』

近
藤
喜
博
・
貴
志
正
造
（
編
）﹇
一
九
六
八
﹈『
赤
木
文
庫
本　

神
道
集
』
角
川
書
店
（
貴
重
古
典
籍

叢
刊
1
）

『
伊
勢
崎
風
土
記
』

樋
口
千
代
松
・
今
村
勝
一
（
編
）﹇
一
九
一
七
﹈『
上
野
志
料
集
成
』
一
、
煥
乎
堂
本
店

『
辛
科
大
明
神
縁
記
』（
徳
田
和
夫
氏
蔵
）

徳
田
和
夫
﹇
一
九
八
四
﹈「
神
道
集
「
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
の
一
在
地
資
料
│
│
架
蔵
本
「
辛
科

大
明
神
縁
記
」
の
紹
介
と
翻
刻
│
│
」
渡
邊
昭
五
・
福
田
晃
（
編
）『
伝
承
文
学
の
視
界
│
│
歌
謡
・

説
話
・
絵
解
を
め
ぐ
る
』
三
弥
井
書
店
（
三
弥
井
選
書
13
）

『
辛
科
大
明
神
御
縁
起
』（
辛
科
神
社
蔵
）・『
飯
玉
縁
起
』（
倉
賀
野
神
社
蔵
）

徳
田
和
夫
﹇
一
九
八
四
﹈「
神
道
集
「
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
の
形
質
│
│
附
・
辛
科
神
社
蔵
『
辛

科
大
明
神
御
縁
起
』
の
紹
介
と
翻
刻
│
│
」『
国
語
国
文
論
集
』
一
三

『
上
州
群
馬
郡
岩
谷
縁
起
』（
前
橋
市
立
図
書
館
蔵
）・『
上
州
群
馬
郡
新
波
山
満
勝
寺
略
縁
起
』（
満
勝

寺
蔵
）

大
島
由
紀
夫
（
編
著
）﹇
二
〇
〇
二
﹈『
神
道
縁
起
物
語
（
二
）』
三
弥
井
書
店
（
伝
承
文
学
資
料
集

成
6
）

妙
本
寺
本
『
曽
我
物
語
』

角
川
源
義
（
編
）﹇
一
九
六
九
﹈『
妙
本
寺
本　

曽
我
物
語
』
角
川
書
店
（
貴
重
古
典
籍
叢
刊
3
）

参
考
文
献

有
賀
夏
紀
﹇
二
〇
二
五
﹈『
中
世
神
仏
の
文
芸
と
儀
礼
』
文
学
通
信

榎
本
千
賀
﹇
二
〇
〇
六
﹈「『
神
道
集
』
巻
八
│
四
十
八
話
「
上
野
国
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
と
寺
社
縁

起
」『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
一
七

大
島
由
紀
夫
﹇
二
〇
一
三
﹈「
神
道
集
の
縁
起
叙
述
」
徳
田
和
夫
（
編
）『
中
世
の
寺
社
縁
起
と
参
詣
』

竹
林
舎

菊
地
良
一
﹇
一
九
八
九
﹈「『
神
道
集
』
に
お
け
る
唱
導
説
話
の
形
成
│
│
鎮
守
神
と
神
観
念
│
│
」『
駒

沢
國
文
』
二
六

貴
志
正
造
（
訳
）﹇
一
九
六
七
﹈『
神
道
集
』
平
凡
社
（
東
洋
文
庫
94
）

ジ
ュ
ネ
ッ
ト
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
（G

enette, G
érard

）﹇
一
九
八
五
a
﹈『
物
語
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
│
│
方

法
論
の
試
み
』
花
輪
光
・
和
泉
凉
一
（
訳
）
書
肆
風
の
薔
薇
（
叢
書
記
号
学
的
実
践
2
）
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ジ
ュ
ネ
ッ
ト
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
（G

enette, G
érard

）﹇
一
九
八
五
b
﹈『
物
語
の
詩
学
│
│
続
・
物
語
の

デ
ィ
ス
ク
ー
ル
』
和
泉
凉
一
・
神
郡
悦
子
（
訳
）
書
肆
風
の
薔
薇
（
叢
書
記
号
学
的
実
践
3
）

陣
野
英
則
﹇
二
〇
一
六
﹈「
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
こ
れ
か
ら
と
『
源
氏
物
語
』
│
│
人
称
を
め
ぐ
る
課
題

を
中
心
に
│
│
」
助
川
幸
逸
郎
・
他
（
編
）『
架
橋
す
る
〈
文
学
〉
理
論
』
竹
林
舎
（
新
時
代
へ

の
源
氏
学
9
）

高
木
信
﹇
二
〇
〇
一
﹈『
平
家
物
語
│
│
想
像
す
る
語
り
│
│
』
森
話
社

筑
土
鈴
寛
﹇
一
九
六
六
﹈『
中
世
藝
文
の
研
究
』
有
精
堂
出
版

二
本
松
康
宏
﹇
二
〇
二
四
﹈『
諏
訪
信
仰
の
変
奏
│
│
中
先
代
の
乱
か
ら
甲
賀
三
郎
神
話
へ
│
│
』
三

弥
井
書
店

福
田
晃
﹇
一
九
八
四
﹈『
神
道
集
説
話
の
成
立
』
三
弥
井
書
店

プ
リ
ン
ス
、
ジ
ェ
ラ
ル
ド
（Prince, G

erald

）﹇
二
〇
一
五
﹈『
改
訂 

物
語
論
辞
典
』
遠
藤
健
一
（
訳
）

松
柏
社
。

松
本
隆
信
﹇
一
九
九
六
﹈『
中
世
に
お
け
る
本
地
物
の
研
究
』
汲
古
書
院

村
上
學
﹇
二
〇
〇
六
﹈『
中
世
宗
教
文
学
の
構
造
と
表
現
│
│
佛
と
神
の
文
学
│
│
』
三
弥
井
書
店

B
alm

es, Sebastian

﹇
二
〇
二
〇
﹈Linguistic C

haracteristics of Prem
odern Japanese N

arrative: 
Issues of N

arrative Voice and M
ood. In: idem

（
編
）N

arratological Perspectives on 
Prem

odern Japanese Literature. O
ldenburg: B

IS-Verlag (B
m

E Special Issue 7)
B

alm
es, Sebastian

﹇
二
〇
二
二
﹈N

arratologie und vorm
oderne japanische Literatur. B

erlin/
B

oston D
e G

ruyter (W
orlds of East A

sia 32)
C

oulm
as, Florian

﹇
一
九
八
六
﹈D

irect and indirect speech in Japanese. In: idem

（
編
）D

irect 
and Indirect Speech. B

erlin/N
ew

 York/A
m

sterdam
: M

outon de G
ruyter (Trends in Lin-

guistics: Studies and M
onographs 31)

Fludernik, M
onika

﹇
一
九
九
六
﹈Tow

ards a ‘N
atural ’ N

arratology. London/N
ew

 York: 
R

outledge
Läm

m
ert, Eberhard

﹇
一
九
七
五
﹈Bauform

en des Erzählens. Stuttgart: J. B
. M

etzlersche Ver-
lagsbuchhandlung

（
初
出
一
九
五
五
年
）

M
artínez, M

atías

・Scheffel, M
ichael

﹇
二
〇
一
六
﹈Einführung in die Erzähltheorie. 

M
ünchen: C

. H
. B

eck

（
初
出
一
九
九
九
年
）

M
ills, D

. E.

﹇
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On the Potential of Combining Narratology and the Study 
of Medieval Japanese Literature: Re-Examining Narrative Theory 

and Textual Analysis Based on the Shintōshū Chapter 
“On the Great Bright Deity Hachirō of Nawa”

Sebastian BALMES

　While recent research of European medieval literature actively engages with narrative theory, there are but few 
studies of medieval Japanese literature that pursue a narratological approach. This article uses the tale “Nawa 
Hachirō daimyōjin no koto” (“On the Great Bright Deity Hachirō of Nawa”) from the mid-fourteenth-century col-
lection Shintōshū as an example to demonstrate how combining the study of medieval Japanese literature and 
narratology can lead to both theoretical insights as well as a deeper understanding of narration in premodern 
Japan. The Shintōshū is particularly well-suited for this kind of investigation as numerous variants of its tales sur-
vive. From a theoretical point of view, the Shintōshū’s nature as a collection comprising both narrative and non-
narrative parts is particularly noteworthy, since this structure has important implications for a theory of the 
narrator.
　Hitherto, research on narration in Japanese literature has mostly relied on “classical” narratology, even though 
some scholars vaguely refer to its deficiencies. Instead of adhering to one specific theoretical model, it seems 
more promising to take contemporary, so-called “post-classical” narratology as a starting point. Moreover, since 
preceding research on the Shintōshū has analyzed the tales in terms of story rather than discourse, this article 
focuses on major concepts related to narrative discourse̶distance, perspective, and narrator̶to shed light on 
narrative techniques that have been overlooked. These theoretical concepts are first introduced based on current 
research, correcting inconsistencies of structural theories such as the one by Gérard Genette, while paying special 
attention to characteristics of premodern Japanese narrative. This theoretical section is followed by a narratologi-
cal analysis of “Nawa Hachirō daimyōjin no koto,” which exhibits not only varying degrees of narrativity, but also 
a rare instance in which the narrator seems to imply focalization, only to reveal that this was not really the case. In 
addition, a comparison with local variants of the tale (zaichi engi) shows that while in studies of premodern Japa-
nese literature “influence” has mostly been explained in terms of direct quotations or shared plot structures, it is 
also possible to detect influence through narrative techniques.

Abstract


